































































































「小馬とめて袖打はらふ蔭もなし佐野のわたりの雪の夕ぐれ」 、 定家の名歌なり。抑、此歌、名歌なれば、元より面白く聞えて、さて面白き所をしらず。只旅行の折節、雪降りて、立寄るべき陰もなき、路次の体かと聞えたり。但、歌道は不知の事なれば、別の感心もやあるらんと 道の人に尋ぬれ共、只「歌の面風のごとし」と也。然ば 聞る所、さればとて雪を賞翫の心も見 ず、在所を知るにも遠見などもなき山河のほとりに、誠に陰も寄るべも便りなき道行ぶり 、面 まかせたる口ずさみ歟と聞えたり。若、堪能其人の態は、かやうに言はれぬ感もあるやらん。天台妙釈にも、 「言語道断、不思議 心行所滅之処、是妙也」と云り。 うの姿にてやあるべき。当芸に 、堪能其
物なむどの位に至らん時は、此「小馬とめて」の歌の如く、まさしく造作の一もなく、風体心をも求めず、無感の感、離見の見にあらはれて、家名広聞ならんをや、遊学 妙風の達人とも申べき。
（ 『遊楽習道風見』 ）




















































































































































































































　「クセ」は、曲舞を取り入れた七五調の叙事的韻文の楽曲で、一曲の中心部分である。 「会者定離」をふまえた「逢ふは別れ」に、 「今更、世をも人をも恨むまじ、 」と定家詠二首の別離と諦念を重ねて強調して、 「班女が閨ぞさびしき」と待つ女の孤閨の嘆き 余情とする。　『世子六十以後申楽談儀』に『班女』の〈サシ〉 〈クセ〉について、次のように、曲舞に込めた孤閨の寂しさという深い意図を伝え ために閨に洩れる非情な月や形見の扇に寄せて慕情を重ね、それぞれの謡の具体的注意を的確に述べる。
班女に、 「せめて閨漏る月だにも、しばし枕残らずして、また独寝 な ぬるぞや」 、大事の底性根あり。 「なりぬるぞや」 、面白きかかりなり。何も同じことなれども、この曲舞、いづくも底性根、ゆ かせなるべからず。 「そなたの空よ 」の「よ」をば、幼く、ちやつとつぐべし。 「わが待つ人よりのおとづ
─ 5（ ─















































































































































































































































































































































































































































































一、この芸態に、皮・肉・骨あり。この三つ、そろふことなし。しかれば手跡にも 大師の御手ならでは、この三つそろひたるはなしと申し伝へたり。そもそもこの芸態に、皮・肉 骨の在所をささば、まづ下地の生得のありて、おのづから上手に出生したる瑞力の見所を、骨とや申すべき。舞歌の習力の満風、見にあ はるると ろ、肉とや申すべき。この品々を長じて、安く、美しく、窮まる風姿を皮とや申すべき。また ・聞・心 三つにとらば 見は皮、聞は肉 心は骨なるべき らん。
（中略）
今ほどの芸人を見及ぶ分は、た
だ皮を少しするのみなり。それ 、ま と 皮 はあらず。
（中略）
下地の得



























書の受容の観点から分析した。先ず、 「一、世阿弥能楽論における和歌観」において、美的装飾である和歌の重視、立合能に勝つ為 自作能の必要性、謡曲文の基本単位である七五調の本体が和歌であること、言葉の幽玄 為の世阿弥の和歌観を認めた。次に、 「二、定家詠 佐野 わたりの雪 夕暮」
の受容」において、 『遊楽習道風見』に定家詠の「堪能其人の態」は、能の「堪能其物なむどの位」
・「堪能の幽風」に通うと説き、 『遊楽習道風見』





































































































































































































































































 「 『至花道』が「皮」を幽玄や「見」に当てる着想も、 『愚秘抄』が幽玄体を「皮」に当てる一方、幽玄体の中に
見0
様体を含めているところに示唆を
得ているのかもしれない 」 。註
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